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救急法講習会

６月１０日（火）、日本赤十字山口県支部より講師の方をお招きして、救急法講習会が実施され

ました。２年生３クラスを対象に、１クラスずつ、保健体育の授業の中で講習は行われました。「やって

いてよかった！」と言うような機会が無いことが一番ですが、いざというときに適切な対応がとれるよ

うにしておきたいものです。実は橋本はこれまでの人生でAEDを使用する場面に２度遭遇しました。

自分自身が操作したわけではありませんが、泣きそうになりながら立ち回っていたことを覚えて

ています。そんな経験から断言します。絶対に覚え

ておかなければならないことです。ぜひ家庭でも話

題にして、「もしも」に備えてください。保護者の方

に学んだことを伝えてくださいね。

今回、授業を見に行けたのが１組の授業でした

ので、写真はすべて１組です。温かさと活気ある雰

囲気の中で講習に取り組みました。１組のみんな、

よく頑張ってましたね！

生徒の感想より

○胸骨圧迫は思ったより体重をかけなければならなくて、手が痛くなった。数分もしていないのにや

る側も体力が削られた。

○今回は練習だったけれど、実際にその現場に遭遇したときには、冷静に対処したい。

○講師の方がてきぱきしていて簡単そうに見えたけど、やってみると難しくてすごい方々だと思った。

○AEDの言うとおりにすることが大切だと分かりました。もし誰かが倒れていたら今日のことを思い

出します。
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小中合同研修会

たまには先生たちの話題をお伝えします。

毎週、早く帰れる水曜日ですが、１１日（水）は一段と早く帰れましたね。その日は５時間目の授業

に合わせて小学校の先生方が中学校に来校され、授業を参観されました。その後は体育館で小中

合同の研修会でした。９年間を見通して、児童・生徒にどんな力をつけていくべきか、また、それをど

うやってつけていくべきかを、小中の先生方に地域の方を交えて話し合いました。

小学校の先生方とお話をすると、自然とみなさんの話になります。橋本は小林先生と同じグルー

プでした。みなさんのことをすごく気にかけておられたのが伝わりました。みなさんの頑張りをお伝え

するととても嬉しそうにされてましたよ。

前号に続いての話になりますが、その

グループで話題になったのは「整理整

頓」です。家庭学習をいかに充実させ

ていくべきかを話し合っていたのですが、

いつの間にか「整理整頓」の話題に

なっていました。というのも、どんなに一

生懸命に学習に取り組もうとしても、結

局物が整っていないとどうしようもあり

ません。小学校の先生方も、この点につ

いては大いに納得されていて、「身の回

りの物を整える」という習慣がいかに大

切かを確認できました。

テスト週間を来週に控えたこのタイミ

ングで、前号で伝えた整理整頓につい

ても、ぜひ意識を高めてほしいと思いま

す。

保護者のみなさまへ

前号では多くの保護者のみなさまに温かいご感想をいただきました。お忙しい中ありがとうござ

いました。家庭での話の種にしていただけているとのこと、本当にありがたく思います。ご感想の中に

「いい意味で主観の入った通信です。」とお言葉をいただきました。事実だけでなく、思いも載せて

発行していきたいと考えていますので、それが伝わっていると思うと非常に嬉しく思います。

来週１８日、水曜日にはテスト週間を迎えます。早いもので一学期末テストです。９教科の学習を

その一週間ですべて行うことはできません。各教科で、テスト週間だけでなく、日ごろの学習を大事

にするように指導をしているところではありますが、スムーズにテストモードになれるかどうかは、この

土日が大切です。学校でもしっかりと声をかけていきます。どうぞよろしくお願いいたします。
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生徒総会

６月１７日（火）５，６時間目に全校生徒が体育館に集い、生徒総会が開催されました。この日ま

でに学級討議を２回行い、生徒会執行部については朝や放課後の時間を使いながら準備をしてき

ました。 「生徒が主役！～誇れる最高の平中を！！～」のテーマのもと、話し合いました。

最初は全校生徒を前にマイクを持って発言することに抵抗があったようですが、後半は時間が足

りなくなるほど挙手がありました。平中生として大切にしたいことや、よりよい挨拶をしていくために

すべきことなど、各々考えたことを素直に言葉にしていました。人前で話す経験は、今後役に立つ貴

重なものです。２年生の確実な成長の姿を嬉しく思いました。

最後に校長先生からもありましたが、この日まで準備をしてきた生徒会執行部のみなさん、お疲

れさまでした。会の中で出た意見を今後集約して、取組を考えていくとのことですが、楽しみにして

います。さあ、半年後は２年生が生徒会の中心になります。この会で得たイメージを大切に、かっこい

い先輩になりましょう。



職員室で３年部の先生と話したこと

進路に関する書類は基本的に ①担任の確認 ②学年部他の教員の確認 ③学年主任の確認

④教務・教頭の確認 ⑤学校長の確認 という５重のチェックを行います。提出期限が守られないと

この全体の動きが止まってしまいます。また、高等学校への提出期限は絶対のものであり、５重

チェックにかかる時間を逆算して設定します。

これまでの経験から言います。毎日の中学生活・自学の提出、テスト週間の計画表の提出など

がきちんとしている人は、進路手続きもスムーズにいき、受験そのものに集中することができます。

その逆は…言うまでもありませんね。各クラス提出物について担任の先生からも多くのお話がある

と思います。未来に、将来にすべて繋がっています。

ある３年生の担任の先生とお話ししたことを紹介し

ます。

３年生は現在、左のプリント「第１回 進路希望調

査」を２０日（金）までに提出することになっています。

しかし、そのクラスでは締め切り日を１８日（水）として

いるそうです。

理由は以下の通りです。

・進路に関する書類で絶対に遅れてはならないため

・進路に関する書類はボールペン書きが基本であり、

保護者確認も必要なため、書き間違えた際は訂正に

時間がかかるため

締め切りである金曜日にミスに気付いても、訂正に

時間がかかり間に合わなくなってしまいます。だから、

早めの締め切りを設定しているのです。

ちなみにそのクラスは無事水曜日に全員が提出を

完了したそうです。

保護者のみなさまへ

テスト週間が始まりました。９教科を３日間でテストすることは教員の立場から言っても、生徒たち

には大変な思いをさせているなと感じます。ただ、以前に比べると家庭でスマホをはじめとする様々

な手段で、子ども同士つながることができます。できてしまいます。多くの誘惑と闘いながら生徒も

学習に取り組んでいる様子が、学校で話していると伺えます。大人としてコントロールしたくもなりま

すが、上記「進路」について考えることが、何よりも大切なことだろうと思います。目の前の期末テス

トのその先を少しでも考え、テスト勉強に取り組んでほしいものです。ご家庭でも話題にされてくだ

さい。
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どんなテスト週間を過ごしましたか

早いもので、６月２５日～２７日は一学期期末

テストでした。朝から問題を出し合う姿や、自作

の暗記カードで何度も復習をする姿などが見ら

れました。テスト週間全体では１０日間ですが、９

教科ということもあって、もっと早くから試験に向

けて準備をしてきた人もいるようです。力は発揮

できたでしょうか。夏休みを迎える前にぜひテス

トの振り返りまでできるといいですね。

一学期 期末テスト

「２年生らしく頑張っている人が増えた」とい

う声を聞くことがあります。明らかに２年生になっ

て頑張り始めた人がいます。テストの結果を前

にして、成長を感じられて嬉しいです。

さて、「自習」という任された時間を与えられ

たとき、あなたはその時間を１００％自分の成長

のために使うことができたでしょうか。

←毎日テスト計画表

は提出できましたか？

赤シートを使ってワー

ク２週目の頑張り！？

いや３、４週目！？ →



保護者のみなさまへ

期末テストが終わりました。結果は早い教科で月曜日には返却

されます。子どもたちは気持ちはもう夏休みに向いていることと思

いますが、その前にぜひ期末テストへの取組を振り返ってほしいと

思います。テスト計画表を各クラス、担任がチェックをしております。

毎度、お手数をおかけしておりますが、保護者記入欄を設けており

ますので、ぜひご家庭で学習について振り返る機会にしていただ

けると幸いです。よろしくお願いします。

広島研修フォトコンテスト表彰

参観日の投票では多くのご協力をいただきありがとうございました。お時間をいただきましたが、

フォトコンテスト各部門、上記のようにグランプリが決定しました。見ることができなかった方も多いと

思います。懇談でまた足を運ばれた際には、ぜひ班新聞や美術作品と一緒にご覧ください。

ぶち広島らしいで賞
２組２班

絆が深いで賞
２組１班

歴史にふれたで賞
１組６班

平和で賞
３組６班

↑原爆ドームを

撮った班も多数あり

ましたが、斜めの構

図が評価されました。

縮景園の長い月日

を感じる緑から歴史

を感じます。

↓

←斜めの構図と写

真のピントの合わせ

方に遠近感を感じま

す。

この写真を撮るため

の班員の協力が想

像されます。 →
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隊別集会

７月２日（水）、来たる体育祭へ向けて「隊別集会」が開かれました。赤、白、青それぞれの隊に

別れ、応援団を中心に体育祭の係やリレー走者の決定などを行いました。

白隊はリレー選手の決定に苦労をしていましたが、責任ある係の選出をスムーズにすることが

できていましたね。特に女子は応援団へ協力しようという意識が強く感じられました。

青隊は男女共に一番早く決めごとを済ませ、学年種目や応援についてのアイデアを出し合って

いました。メリハリさえしっかりすれば、ノリノリで練習に参加してパワーあふれる姿を見せてくれる

と期待されます。ダンシングクイーン歌ってもいいですよ。

赤隊は応援団の一生懸命な声掛けが印象的でした。係活動の決定に苦労したところもあるよう

ですが、その係の大切さを丁寧に説明して、みんながいかに主体的に取り組めるかをよく考えて

いましたね。

どの隊も、始まったばかり。今後の成長に期待しています。応援団がんばれ！

白
隊

青
隊

赤
隊



「あいさつ」はなぜ大切？

あいさつは大切ですか？と聞けば、「大切です」という答えが間違いなく大多数を占めることと思

います。小学生のころから、いやもっと前から、きっと「あいさつは大切です」と聞いてきたことと思い

ます。しかし、その理由を考えたことが、その大切さを実感したことがみなさんどれだけあるでしょうか。

私（橋本）が教員になって、「あいさつって大切だ」と感じたエピソードを一つ紹介します。それは

教員になって３年目のこと。当時女子バスケットボール部の顧問をしていました。自分の指導力のな

さから３年生に十分に力を発揮させてあげることができず、あまりよい引退をさせてあげることがで

きなかったと思っていました。そんな３年生、顧問の私の姿を見てきた２年生が、新チームになっては

たして自分についてきてくれるのか、非常に不安に思っていました。緊張しながら、体育館に行くと

「こんにちはー！」という大きな声が響きました。その後の「お願いします！」の声もこれまでの倍以上

の声が響いていました。このあいさつだけで「自分はこの一年間また頑張ろう」と本気で思うことが

できました。今でもはっきりと当時の気持ちを覚えています。

その時から、自分の中であいさつをする意味とは「相手の存在を認めること」だと考えています。

自信を無くそうとしていた私を当時の生徒たちは認め励ましてくれたように思います。あいさつがな

いと、「自分に気づいていないのかな？」「自分と関わりたくないのかな？」と残念な気持ちになりま

すが、あいさつがあると「自分のことを認めてくれている」「関わりあうことが心地よくできそう」と思う

ことができます。「目を見ながらしてくれるあいさつ」「はっきりとした声で聞こえてくるあいさつ」はそ

んな心地よさであふれています。朝、昇降口でみなさんとあいさつを交わしますが、みなさんのたった

一言が、自分の一日の活力となっています。

保護者のみなさまへ
２学期の職場体験学習、そして体育祭と２つの大きな行事が迫ってまいりました。学年全体で次

の目標としてこの２つの行事を設定しているところです。まずは職場体験へ向けて、力を発揮して

くれることを期待しています。

家にかかってきた電話をとり、正しい言葉で親に電話を引き継ぐ。そんな当たり前だった経験も

今は珍しいものとなっています。職場体験学習を一つの機会として、「言葉」「あいさつ」をはじめ

とした礼節についても考える機会となればと思っています。

7月の予定

７日（月） 薬物乱用防止教室

１０日（木） クラスマッチ

１５日（火）～１７日（木） 学期末個人懇談

１８日（水） 終業式

１日（火）地域一斉あいさつ運動の様子

暑い中参加してくれたみなさん。ありがとうございました！
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ペタンク クラスマッチ！

７月１０日（木）５，６時間目にクラスマッチを行いました。運動が得意な人も、そうでない人も、誰

もが楽しめるものを行おうと「ペタンク」を今回は行いました。実行委員を中心に準備をしてきまし

た。当日は和気あいあいとした雰囲気の中で行うことができました。

ペタンクはフランス発祥の球技です。小さな目標球に向かってボールを投げ、より近づけること

を競います。相手のボールをはじいて有利にする戦略もあります。年齢や体力を問わず誰でも楽し

むことができます。

クラスマッチの結果は１位２組 ２位１組 ３位 ３組でした。まったりとした雰囲気の中でも、うまく

投げられたときの盛り上がりが凄かったですね。



みんないい顔してました！

保護者のみなさまへ
早いもので、来週で一学期終業式を迎えます。１５日火曜日からは個人懇談が行われます。一

学期間のお子さまの頑張りが少しでも伝わればと思っています。

当日は教室はエアコンを使用しておりますが、お待ちいただく廊下は大変暑くなります。水分な

どご用意されて、お気をつけてお越しくださいませ。
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夏休み突入！どんな夏にする！？

１年の中でもこれほどまとまったお休みは他にありません。時間の使い方は人それぞれですが、

何に関しても２学期からの自身の成長に大きく影響する時です。あなたは夏休み明けにどんな自

分でありたいですか？中学生という心も体も大きく成長する時期、４０日もあれば大きな変化が

きっとあるはずです。 宿題を「終わらせる」ことはもちろん大切、でも考え方を少し変えて何かを

「身に付ける」ための時間にできると素敵ですね。パワーアップした元気な姿を２学期見せてくだ

さいね。

一年後の今頃、何を考えているだろう？

写真は３年生の廊下にある掲示板です。１，２年生については個人懇談でしたが、３年生につい

ては生徒、保護者、担任の三者で懇談を行いました。来年の今頃には、希望する進路について、保

護者の方や先生たちと話をしなければいけません。

夏休みが明けるとすぐに職場体験学習があります。まだ将来の志望進路なんて考えられないと

いう人も、ぜひ考えるきっかけにして、人生でも初めての進路選択ともいえる「高校入試」につな

げていってほしいと思います。

懇談会でも保護者の方から進路に関するご相談が複数ありました。裏面には高校入試とはど

んなものか、大まかな情報をまとめています。夏休みに入るこのタイミングだからこそ、知ってほしい

情報をまとめています。

担任の先生方に、「夏休みのしおり製本ボランティア」の募集をして

いただきました。完全な有志で来てくれた７名です。おかげさまでし

おりができました！また、しおりの表紙は美術部山口さん、山福さん

の２名が書いてくれました！ みんな本当にありがとう！

夏休みのしおりについて



山口県の高校入試（基本）

① 高校の種類 大きく分けて以下の３種類に分けられます。

国立・・ 大島商船、徳山高専など （５年間をかけて専門的な知識・技能を身に付ける）

私立・・ 高水高校、柳井学園高校など （試験日が重ならない限り複数校の受験が可能）

公立・・ 山口県立～ とつく高校。 今年度より推薦入試が廃止され、特色選抜と一般入試

（一次募集・二次募集）で受検する。

受験パターン例

Aくん 将来の夢はプログラマー

第一志望は 徳山高専の情報電子工学科

国立を 第一志望校を受験 公立を 岩国商業高校の国際情報科を受検

私立を 高水高校 普通科 を受験

このように志望する将来の進路に合わせて、受験校をいくつか決めて受験することが一般的です。

＊受験の仕方は推薦入試（公立は特色選抜）や一般入試など、それぞれの区分に応じて選択し

て受験します。 ただし、推薦入試（特色選抜）は合格した場合、他の高校の受験はせずに入学を

確約するものとして受験することが前提なので、 国立で推薦、公立で特色選抜、私立でも推薦を

利用するということはできません。

② 岩国市近辺の高校

公立 岩国高等学校 普通科、文理探究科

岩国総合高等学校 総合学科

岩国商業高等学校 総合ビジネス科、国際情報科

岩国工業高等学校 機械科、電気科、都市工学科、システム化学科

高森高等学校 普通科

私立 高水高等学校 普通科、６年制普通科

国立 大島商船高等専門学校 商船学科、電子機械工学科、情報工学科

こちらに挙げているのはあくまでも近辺の学校例です。

受験の仕方など、入試システムも大きく変わりつつある昨今ですが、まずは国立、公立、私立のく

くりで、どんな学校があるかを調べてみるのもいいと思います。

各公立高校の「特色選抜」
に関して７月８日に新たに
情報が公開されました。各
校の受験要件などを知るこ
とができます。

保護者のみなさまへ

本日で無事終業式を迎えました。ありがとうございました。

懇談では進路に関して話題になることも多かったと聞いています。不明な点はまたお気軽にお

問合せください。生徒にも２学期以降、学活や総合の時間を使って、進路学習をスタートしていき

たいと思います。長い夏休みを、ぜひ充実したものとできるように、ご家庭でもぜひこの通信を一

つ話題にしていただければ幸いです。
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